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8月 23日 、町議会議場にはちびっ子議員が勢揃いしま

した。これは、学校での児童会 。生徒会の運営から身近

な地域の問題や、課題に取り組む地方自治、地方議会の

運営方法を学習するために行ったものです。

2月 の色見小学校に引き続き、今回は上色見小学校 (志

崎大東校長)の児童が議員になり、議長及び一般質問者
として議事を運営しました。

一般質問の中で、おおほり谷のゴミ問題について質問

が行われましたが、議会終了後さっそく今村町長が現地

を確認し、数日後に軽ダンプ 2台分のゴミを撤去しまし
た。

〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 TEL 09676-2-ll11 1:｀ 、ヽ ()'い 76-2-1171

◎ |口|「 ,曇曇 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用 しています。

8月 20日 から22日 にかけて、

山口県で全国中学校体育大

会が開催 され、熊本県の代

表 として出場 した高森中学

校剣道部は、見事 「優勝」

の栄冠を手にしました。

1.水と緑と土のにおい、いつJiいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツ|こ親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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を
締
め
く
＜
る
全
国
中
学
校

で
最
高
の
結
果

●

熊
本
県
男
子
代
表
の
高
森
中
学

校
剣
道
部
は
、
二
十
年
ぶ
り
の
全
国

大
会
出
場
で
し
た
。

同
校
剣
道
部
は
、県
大
会
や
九
州

大
会
を
制
し
た
勢

い
が
全
国
大
会

で
も
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、全

国
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
強
豪
を
相

手
に
快
進
撃
を
続
け
、
見
事
全
国
制

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、女
子
の
部
に
お
い
て
も
阿

蘇
中
学
校
が
優
勝
し
、
熊
本
県
勢

（阿
蘇
郡
勢
）
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し

ま
し
た
。

ま
さ
に
、偉
業
を
成
し
遂
げ
た
生

徒
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き

十

一
月
十
七
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

悲
願
の
初
優
勝

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

十
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
月
　
間
質
性
肺
炎
に
つ
い
て

■
火
　
最
近
話
題
の
結
核
に
つ
い
て

■
水
　
水
と
空
気
と
緑
と

・
・
・

■
木
　
時
間
が
か
か
る
歯
茎
の
治
療

■
金
　
最
も
人
間
ら
し
い
病
気

―
う

つ
病
―

■
土
ｏ日
　
早
漏
で
悩
ん
で
い
る
方
へ

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

・

３

３

０

０

■
工
事
名
　
公
営
住
宅
駅
前
団
地

第
二
期
建
設
工
事
　
□
工
期
　
九

月
三
日
～
平
成
十
四
年
二
月
二
十

八
日
　
□
金
額
　
四
千
七
百
二
十

五
万
円
　
□
請
負
者

０
安
方
工

務
店
■
工
事
名
　
公
営
住
宅
下
町
Ａ
団
地

第

一
期
建
替
え
工
事
　
□
工
期
　
九

月
三
日
～
平
成
十
四
年
二
月
二
十
八

日
　
□
金
額
　
一
億
二
千
二
百
二
万

千
七
百
四
十
九
円
　
□
請
負
者
　
武

末
建
設
帥

八
月
ロゲ
の
お
詫
び
と
訂
正

赤
ち
ゃ
ん
た
ん
じ
ょ
う
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

荒
牧
真
央
ち

ゃ
ん

（昭
和
）
は
、

（村
山
）
の
誤
り
で
し
た
。

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

１０
月
７
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

１０
月
８
日

中

村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
３
３
３

１０
月
１４
日

藤

本

医

院

Ｔｅｌ
⑦
‐
０
０
２
０

１０
月
２１
日

寺

崎

医

院

Ｔｅｌ
②
‐
０
３
７
８

１０
月
２８
日

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
‐
３
３
５
１

Ｈ
月
３
日

渡

辺

内

科

Ｔｅｌ
⑦
‐
１
７
７
７

Ｈ
月
４
日

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

Ｈ
月
Ｈ
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

Ｈ
月
１８
日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
０
３
０

熊本県女子代表の阿蘇中学校と並んでの入場行進

全国大会の結果

決勝 トーナメント

1回戦  3-2山 田 (香川)
準々決勝 2-0愛野 (長崎)
準決勝  1-1小 山第二 (栃木 )
(本数勝ち)

決 勝  3-1内 郷第一 (福島 )

表彰式終了後、選手や関係者の喜びの表情

●

● ●

年

金

相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
月
二
十
六
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

野
尻
地
区

■
と
　
き
　

十

月
十
八
日

（木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月

六

日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
十
六
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

今度の温泉館休館日 //11月 21日
(19)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 安方モモ子 渡邊憲臣 平田
ルリ子 堀山典子 宇藤利晴 下田今朝義
下田カツエ 中村彰

おめでた・おくやみ
2001.8月 受付分    敬称略

(8月 末日現在 )
世帯数 2,617(± 0)
男  3,726(△ 4)
女  4,023(+3)
総 数 7,749(△ 1)

■広報送料寄付

甲斐 純子 (熊本市沼山津 )
古後富久代 (福岡県中間市)

後藤 保廣 (福岡県中間市 )

人口の動 き

す え な が <
お 幸 せ :こ

く

う
お
も
や み
しあ げ ます
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女

女

女

男

<一般寄付> 加来渡

8.13

美空 ちゃん

7.27生

彩海ちゃん

7.31生

晶 ちゃん

8.2生

凛 ちゃん

8.24生

所

狩

通

地

地

和

湛

迫

住

戸

旭

倉

倉

昭

水

水

郎
鶴

知
り

秋
子

雄
子

一　

　

　

　

　

代

信
千

秀
ま

高
美

文
正

父
母

父
母

父
母

父
母

本田

(旭通 )

黒石
(横町 )

牛嶋

(日召禾日)

佐藤
(日召不日)

高 森・上 在
熊  本  市
上益城郡益城町

高 森・横 町

高 森・

白  水
森  6.29
本す (6月受付)

善 黄 の灯
りがとうございま し

(敬称略 )

死 亡 者 年齢御 遺 族 続柄

安方モモ子  夫
渡邊 憲臣 母
下田今朝義  妻
下田カツエ 夫
荒牧 具弓 夫
光寺 徳男 妻
河内 安幸  子

安方 晴満
渡邊キヨメ

下田

下田

荒牧

光寺

河内

子

太

教

子

明

弘

清

一　
代喜

中 川
(桝田)

東 山

(中川 )

森 山

(甲斐 )

賢 二

智恵子

幸 博
紀 子

友 紀
真奈美

(2)

量
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熊
高

羞二Lご

法
律
相
談
（無
料
）
　

　

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

轟一蒻一
大麟
一
燿
「
難
‘
交
・
犠
驚
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・爾金回驚 3
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次鋒 木村允哉君
今まで日標にしていたので、とても

うれしかったです。本当に応援ありが

とうございました。

まずは、11月 の試合と、昇段審査を

目標にまた頑張ります。そして、高校

に行ってもレギュラーを目指し、高校

でも全国制覇できるよう頑張ります。

中堅 植田雄貴君
剣道を始めた頃からの夢が達成

できてとてもうれしいです。これか

らは、全国一ということで周りから

も見られると思うけど、頑張りたい

です。

高校に行っても、厳しい練習に耐

え、インターハイや国体などに出て

頂点に立つことが夢です。

先鋒 松本泰紀君
目標にしていた全国優勝ができて、

とてもうれしかったです。努力すれば、

何でもできるということがわかり感動

しました。

今後は、勉強も剣道も両立して、志

望校に合格し高校でも剣道を頑張って

いきたいと思います。

:鑢 ンヽ_‐
‐‐遍踊轟鵜‐で

戦傷病者等の幸の有今
次の戦傷病者等の妻の方に特別給付金が支給さ

れます。

● 平成 5年 4月 2日 以降に戦傷病者等と婚姻され
た妻又は、同日以降じ後重症により第 5款症以上の戦

傷病者等となられた方の妻であって、平成 13年 4月

1日 において戦傷病者等である夫が第 5款症以上の増

加恩給等を受けていた方。

≪額面 15万 円 (軽症者半額)5年償還の国債≫

● 平成 8年 5月 に最終償還を迎えた戦傷病者等の妻
に対する特別給付金の受給権を取得した妻であって、

戦傷病者等である夫が平成 5年 4月 1日 から平成 8年

9月 30日 までの間に公務傷病以外の原因により死亡

(平病死)さ れた方。

≪額面 5万円、5年償還の国債≫

◎請求期間は、平成 13年 10月 1日 から平成 16年 9

月30日 までです。

◎請求手続きなど詳しい内容については

保健福祉課福祉係におたずねください。

TEL 2-1111(内 線 121)

「高齢者の居住の安定確保に関する法律」

が制定されました

この法律に基づいて、誰もが安心して老いること

ができる居住環境の整備を進めるため、次のような

ことが行われます。

・バリアフリー化された高齢者向けの民間賃貸住宅

の供給を促進

・高齢者の持ち家のバリアフリー化を推進

・高齢者が安心して入居できる賃貸住宅市場の整備

『土地』 を活かして豊かなくらし

ご存じですか ? 10月 は土地月間、10月 と1日 は
十と一『土』で土地の日です。土地基本法では、土

地についての 4つの「基本理念」を定めています。

1.公共の福祉が優先 します
2.計画に従った適正な利用が大切です
3.投機的な土地取引はいけません
4.利益に応じた適切な負担が求められます

※ 土地の有効利用をみんなで考えましょう。

1(),/15 (月 )10//25

フ レ……フレー・テ レフォン

仕事も家庭も大切にしたい。。・。

そんなあなたのホットラインです。

仕 '11と 家庭の両立支援情報を電話で無料で提供します。

・育児情報

(保育所・幼稚囲・保育サポーター・学市保育等 )

・介護情報

(高齢者向け福祉サービス・老人ホーム・相談窓口等 )

・家 '|「代行1青 ‖(

(家政婦紹介所 。家事代行サービス等)

TEL 096-324-2020

財団法人 21世紀職業財団熊本事務所

10月は労働保険適用促進月間です。

『知っていますか 労働保険

入ってますか あなたの職場』

事業主の皆様、労働保険の加入手続きはお済みで

しょうか ?

厚生労働省では、平成 13年 10月 の「労働保険適

用促進月間」にあたりこの標語を選定し、まだ労働

保険に加入していない事業場に対して、早く加入す

るよう呼びかけています。

労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称 したも

ので、政府が管掌する保険制度です。労災保険は労

働者災害補償保険法、雇用保険は雇用保険法という

法律によって、勤労者を一人でも雇っていれば加入

しなければならない制度になっています。

労災保険は、通勤及び仕事の上での負傷・疾病・死

亡等が生じた場合に、本人及び遺族に対し必要な保

険給付を行う制度です。

雇用保険は、失業した場合及び高年齢者、育児や

介護のための休業者の雇用を継続するために必要な

保険給付を行う制度であるとともに、「教育訓練給

付」や他の各種助成制度が利用できます。

事業主の皆様には、労働保険制度をご理解いただ

き、勤労者全てが労働保険の恩恵を受けることがで

きるよう、ぜひこの機会に加入されますようお願い

いたします。

なお、加入手続きにつきましては、最寄 りの労働

基準監督署及び公共職業安定所 (ハローワーク)に
お尋ねください。

■熊本労働局 TEL 096-211-1702

日
本

一
を
達
成
し
た

選
手
た
ち
を
、
全
国
大
会
決
勝
戦

の
模
様
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

副将 住吉桂志君
小学生のときから日

標にしていた全国がと

れて本当にっれしかっ

たです。まだ実感があり

ませんが優勝できて良かったです。

今回全国優勝したけれど、気を

抜かないで勉強の方も頑張 りたい

と思います。そして高校に行って

も、また一からやっていきたいと

思います。

●  ●

●  ●

甲斐孝美先生か ら

観客席とは対照的に

静かに喜びをかみしめ

‐  る生徒たち。偉業をなし
た生徒の姿は、とてつもなく大き

く、光 り輝いていました。

九州大会や全国大会出場に際し

まして、皆様方の温かいご声援や

ご寄付等をいただきありがとうご

ざいました。

大将 木津京三君
3年間努力して練習してきた成

果が出て、本当にうれしかったで

す。みなさん本当に応援ありがと

うございました。

今後は、勉強の方も頑張って、高

校に行っても新たな日標に向かっ

て頑張っていきたいと思います。

山田悠貴君

僕は補員として試合

を見ていましたが、ど

のテームも技が速くと

ても勉強にな りまし

た。そんな中で優勝できてとても

うれしかったです。

新しく僕はキヤプテンになり、

忙 しい事や厳しいことがたくさ
んあると思うけど、頑張りたいと

思います。

副将 山室智裕君
厳しい練習に耐え、良い環境に

恵まれて全国制覇をとれて、何よ

りもうれしかったです()

今後も、高校に行ってまた一か

らインターハイを目標に頑張って

いきたいと思います。

(3)

＞
Ｃ

（^
Ｕ

※阿蘇郡中体連夏季大会の入賞者

第 3位 剣道 2年男子個人 後藤源喜君 (高森中学校)
役場の支払日 (木 )l1/5(月 )11/15(木)1時間10時から15時まで
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町
長
旗
ク
ラ
ス
別
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
七
日

ま
で
八
日
間
の
日
程
で
、
Ａ

・
Ｂ

・

Ｃ

の
三

つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け

て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
結
果
と
決
勝
リ
ー

グ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

南
　
球

下
町
ダ

ッ
ク
ス

昭
和
デ
イ
ズ

ニ
ー
ズ

Ａ
ク

ラ

ス

Ｂ
ク

ラ

ス

Ｃ

ク

ラ

ス

（決
勝
リ
ー
グ
）

優
　
勝
　
南
球

準
優
勝
　
昭
和
デ
イ
ズ

ニ
ー
ズ

第
三
位
　
下
町
ダ
ッ
ク
ス

（個
人
賞
）

最
優
秀
選
手
賞

児
玉
真

一
（南
球
）

優
秀
選
手
賞

大
塚
孝
倫
（昭
和
デ
イ
ズ
ニ
ー
ズ
）

優
秀
選
手
賞

岩
本
俊
徳

（下
町
ダ
ッ
ク
ス
）

いつま■tゝ贅象恥
8会場で敬老会を開催 1138名 のご長寿を祝う

●  ●

00

お
年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労

に
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
高

森
町
敬
老
会
が
、各
校
区
婦
人
会
や

各
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
九

月
十
五
日
に
町
内
八
会
場
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
者
は
町
内
で
千
百
三

十
八
名
。各
地
区
で
の
敬
老
会
に
は

元
気
な
お
顔
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
や
ん
た
ち
が
出
席
。

朋
遊
館
で
開
催
さ
れ
た
敬
老
会
で

は
、来
賓
の
皆
様
か
ら
「
こ
れ
ま
で
、

仕
事
や
戦
争
、
子
育
て
な
ど
、
皆
さ

ん
の
ご
苦
労
に
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
今
日
の
日

本
の
繁
栄
が
あ
る
の
は
皆
さ
ま
の
ご

努
力
の
ひ
と

つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
を
導

い
て
く
だ
さ
い
。
」
と

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、祝
宴
で
は
保
育
園
や
校
区

婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
歌
や
踊
り
の
余

興
を
楽
し
み
ま
し
た
。

巴
　
　
を

　^
　
王

Ｆ
Л
　
　
　
ノイ
ト
　
　
　
イ
つ

ロノ

葉
　
月
　
　
　
（阿
蘇
御
神
大
会
）

ぼ
―

っ
と
し
て
　
唖
え
煙
草

で
夫
人
傷

こ
て
ん
は
ん
　
先
鋒
だ
け
で
料
理
さ
枚

ホ
ヤ
ホ
ヤ
　
猫
子
は
合
う
物
ン
の
無

ァ

た
り
書
き
　
宅
争

に
な
る
山
便
り

ベ
ト
ベ
ト
　
マ
マ
の
真
似
し
て
全

っ
た
く
り

ホ
ヤ
ホ
ヤ
　
ト氏
口
で
や

っ
と
人

む
地

ぼ
―

っ
と
し
て
　
勉
強
ひ
と

つ
身
に

つ
か
ず

こ
て
ん
ば
ん
　
′島
は
マ
グ

マ
に
や
ら
薇
と
る

ホ
ヤ
ホ
ヤ
　
ま
だ

クヽ
孫
は
ガ
ラ
ス
濾
し

ベ
ト
ベ
ト
　
ま
あ
だ
新
婚
二
ヶ
月

ぼ
―

っ
と
し
て
　
今
来
た
バ
ス
に
え
乗
ら
す

た
り
書
き
　

４ヽ
が
決
め
て
に
な
ろ
う
と
は

ぼ
―

っ
と
し
て
　
子
う
後
添
世
話
せ
に
ゃ
ん

た
り
吉
き
　
致
死
置
後
う
じ
ゃ
居
ら
ん
風

フ

荒
梅
雨
や
露
座
の
人
仏
う
ご
か
ざ
り

卑
椅
子
押
す
白
靴
の
姜
な
り
き

異
国
よ
り
も
ら
い
し
娘
に
も
日
の
盛
り

独
り
居
に
声
な
く
広
し
夏
座
敷

お
祭
り
の
御
典
か

つ
ぎ
手
淋
し
か
り

四
人
部
渥
十
号
室

へ
夫
西
日

ビ
ー
ル
汲
み
老

い
先
語
る
友
の
あ
り

合
歓
咲
け
ば
谷
底
急
に
賑
や
か
に

荒
梅
雨
に
水
無
し
川
も
重善
け
リ

薄
た
の
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
ョ
人
源
野

一
般
の
方

の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど

の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ

い
。

・ POETRyPAGE

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
籠

ざ
姜
婦
三
組
ｔ
表
巌

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（ご
結

婚
六
十
年
）
表
彰
は
、
次
の
方
々
が

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

岩
下
　
保
　
さ
ん

イ
ヨ
さ
ん

藤
川
　
明
　
さ
ん

ヨ
シ
子
さ
ん

甲
斐
　
定
國
さ
ん

ト
リ
エ
さ
ん

口
`

（８７
）

（７９
）

ヽ
Ｕ^

ノ

′
〈０

ヽ

ヽ
（Ｕ

ノ

′
ハ０
こ

ヽ
・４
レ

イ
〈ё

ヽ

（
７８

）

高
森
（上
在
）

高
森
″ヽコ
ｎＨ
ノ

だ暉ＨＩ
工↑
ヽ

尾
下
（下
山
）

後
藤
　
信
子

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南

人

日
本
　
琴
司

相
原
　
白
酔

馬
源
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

口
上

黙
公
子

坂
口
　
一誅
仙

佐
伯
　

人ヽ
雄

林
　
　
不
恙

上
丼
カロ
根
女

渡
辺
　
滲云
海

林

口
　
一
声

荒
牧
ア
ヤ
子

佐
伯
　

えヽ
雄

佐
伯
　
昭
子

本

口
　
澄
子

高
合
　
つ
や

佐
伯
　
立
口弥

佐
伯
み
ず

ほ

除

ロ
ウ
ミ
オ

堀
口
寿
美
子

堀
ロ
　
　
シ彩

ヽ
⌒

ゝ

く′ :,,

▼

ヽ |

く 0

南
球
が
優
勝〔fi扮

臥
嚇゙

(4)

って…乾杯

(17)
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読書の欲
役場の高森中央出張所には、

約 500冊の本を置いています。

無料で貸出しますので是非ご利

用 ください。

■中央出張所 TEL 2-3411
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畑中啓二郎さん(76)

方子さん (74)

(高森・昭和 )

藤本 忠弘さん(77)松野  清 さん(75)本田 國男さん(73)
フヨさん(80)   博子さん(74)   コフユさん(70)
(高森・昭和)    (高 森・天神)    (高 森・上在 )

甲斐 國男さん(72)
トミエさん(71)

(高森・村山)

0 ●

●  0

中山 昭男さん (74)
ミサ子さん(72)

(高森・横町 )

恵良 末次さん(74)
キヨ子さん(73)

(高森 。下町)

塚本 保雄さん(75)
尚子さん(71)

(高森・下町 )

日置久仁友さん(78)

郁子さん(71)

(高森・昭和 )

宇藤 眩武 さん (83)
キミ子 さん (73)

(高森 。昭和 )

竹内 昭人さん (73)
光子さん (68)

(上色見・洗川 )

岩下 光明さん (70)
ムツさん (69)

(色見・戸狩 )

荒牧 辰雄 さん (73)
末子 さん (69)

(上色見 。前原 )

本田  卓 さん (77)
フジ子さん(75)

(上色見。東中原 )

齋藤 清喜 さん (70)
八壽子 さん (70)

(上色見 。大村 )

(5)

文化祭・ 健康づくり推進大会・

人権啓発フェスティバル

合同開催のお知らせ

昨年までは、11月 。12月 に開催していました健康

づくり推進大会。人権啓発フェステイバルを、今年は

11月 2日・3日 に開催される高森町文化祭に併せて

高森町民体育館において開催しますので、多数のご

来場をお待ちしています。

なお、イベントの詳細については後日回覧します

が、主な内容については次のとおりです。

11月 2日 (金)文化祭行事 (各種作品展示 )
人権・健康福祉のパネル等の展示

11月 3日 (土 )文化祭行事 (各種作品展示)・ 熊日ち
びっ子スケッチ展表彰式・高森町伝統

芸能公演 。中学生創作劇 。国民健康保

険優良家庭表彰・優良献血者表彰・介

護機器展示・人権、健康パネル展示

高森町 ”を
　
・

談

10月 15日 から211日 までは「秋の行政相談週

間」です。そこで次のとおり行政相談所が開設

されます。

行政に対する苦情や相談に公正な第二者の立

場から広く皆さんの相談に応じます。相談は無

料で、秘密は堅く守られます。お気軽にご相談

ください。

●と き 10月
午後

23日 (火 )

1時から3時ま

町林業総合セン

で

ター (役場横 )ところ●

●行政相

高森

談員 本田キ||||さ ん(上在)

ヽ
ｒ

∪
ｒ

ｒ

たかもり出身の皆様へ 広報たかもり からのお願い

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ

い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
１１１
め
に

お
知
る
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
十
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

使
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
二
十
三
万
円

を
超
え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（寄
付
い
た
だ
い

た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本

誌

は
郵

送

の
場

合

、

一
ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
卜
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
中

し
上
げ
ま
す
。

高森工芸展 2001のお知らせ

高森町美術工芸家協会では下記のとお り

工芸展を開催 します。

お子さまも楽しめる実演 もありますの

で、ぜひご来場 ください。

10月 26日 (金 )～ 28日 (日 )
9時 30分 ～ 17時 30分

休暇村南阿蘇セントラルロッジ

高森町美術工芸家協会

事務局 TEL 2-1945(山 田 )

期 日

場所

主催

ブラスアンドパーカッションコー

ファイヤーステー トでは、

より高度なマーチングを目指

して活動を行い、県内におけ

るマーチング、音楽文化の普及・発展に貢献すること

を目的として、さまざまなパレードやフェステイバ

ル、演奏会などに参加 しています。

今年は、全日本マーチングバンドコンテス ト (東

京・武道館)への出場を目標に頑張っています。
初心者の方でも丁寧に指導しますので、やる気の

ある方は是非ご応募ください。

詳細については、

事務局 堀田 TEL 096-232-7004
又は、ホームベージ

http://freeweb.kakiko.com/firestate/?  まで

ファイヤーステー ト

メニバニ募集

鬱

(16)

おめでと0どざります
次の 24組のご夫婦が熊本 日日新聞社から結婚 50年の表彰を受
けられ、9月 14日 (金)休暇村南阿蘇において表彰状の伝達が
行われました。
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排泄のお世話⑤

やさしく手早く
おむつ交換 田上 誠記さん(73)森口 敏生さん(73)

愛子さん(73)    ミツさん(72)
(草部・灰原)    (色 見。西丁)

本川 由晴さん (72)
博子さん (69)

(色見・山鳥 )

岩下九州男 さん (73) 岩下 直康 さん (68)
ヤス子 さん(70)   ミトさん (69)
(色見・山鳥)    (色 見・山鳥 )

おむつの交換は、介護 される側にとって決 して快いよいものではありません。

羞恥心から着脱を嫌がるお年寄りも少なくありません。介護する人はお年寄りの

気持ちに配慮 して、手早 くやさしくおむつ交換をしましょう。

●おむつの当て方

①声をかけ、おむつ交換することを伝える。室温やプラ

イバシーに配慮する

②ズボンを下げ、おむつの前を開ける

③排泄物を確かめて、臀部と肛門の清掃をする

④寝たまま横を向かせ、汚れたおむつを内側に巻き込む

ようにたたむ

⑤新しいおむつカバーとおむつを差し入れる [図 1]

⑥おむつの上に仰向けになってもらい、おむつを広げて

しわを伸ばす [図 2]

⑦おむつを前にまわし当てる [図 3]

③ おむつカバーをとめる [図 4]

●  ●

● ●

後藤 袈忠さん(72)小出  績 さん(71) 瀬井 公正さん(76)工藤 明人さん(70)
柴 さん(7o)   シゲ トさん(69)    糸屯 さん(75)   イチエさん (69)
(河原。河原)    (河 原・味鳥)    (野 尻。川上)    (芹 回・菅の迫 )

おむつ

むつカバゴ [図 1]

”́

ヽ [図 2]

[図 3]
ゝ

●女性は尿が後ろにまわるので後部を厚く、男性は前部

を厚くする

●股や腹部がきつくならないように、ゆるみをもたせる

●床ずれの原因になるので、お尻の下にしわを残さない

●歩くことのできるお年寄りは、手すりにつかまって立

った状態でおむつを交換するほうがスムーズな場合が

ある (右図参照 )

nt

ヽ
ヽ
´‐

[図 4]
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学
校
統
合
に
伴
う
行
政
報
告

九
月
の
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
学
校
統
合
に
伴
う
行
政
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

・

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

議
会
全
員
協
議
会
に
於
い
て
、
今
年
二
月
の
学
校
統
合
審
議
会
の
答

中
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
来
春
四
月

一
日
を
目
途
に
合
意
形
成
に
鋭
意

努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
平
成
十
四
年
硼
月

一
日
統
合
す

る
の
は
物
理
的
に
無
理
と
判
断
致
し
、
来
春
の
統
合
の
実
施
へ
向
け
た

条
例
改
正
案
の
提
出
を
見
送
り
、
今
後
に
於
い
て
も
議
会
，
教
育
委
員

会

・
保
護
者
等
の
ご
理
解
を
得
て
、
早
い
時
期
に
合
意
形
成
が
図
れ
る

様
、
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
．　

　

　

・

又
、
す
で
に
合
意
形
成
の
成
立
が
図
ら
れ
た
校
区
も
あ
り
、
そ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
に
ご
相
談
を
申
し
上
げ
な
が
ら
早
い
時
期

に
、
条
例
化
を
議
会
Ｉ
提
出
し
、
議
決
後

一
年
の‐‐猶
予
を
以
つ
て
続
沿

‐
を
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　
．
　

．
　

．
　

‐

議
会
の
賢
明
の
ご
指
導
ず
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
学
校
統
合
に
伴
う

行
政
報
告
と
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

・
　

・

・
平
成
十
三
年
九
月
二
十
八
日

．
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
町
長
　
今

村
　
博

信

ヽ



草部出張所が（ｍ〕一ｍ］
しました。

で
策

梅
香
苑
で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
フ

高
森
中
と
東
中
の
生
徒
が
宿
泊
し
て
介
護
を
体
験

夏
休
み
期
間
中
に
、
高
森
中

（十
六
名
）
と
東
中

（三
十
六
名
）
の
生
徒
た
ち
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」
（田
代
廣

一
苑
長
）
で

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、少
子
化
・長
寿
化
が
急
速
に
進
み
、
二
十

一
世
紀
前
半
に
は
高
齢
化
率
が

二
十
五
％
を
超
え
る
超
高
齢
化
社
会
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
明
日
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
、
社
会
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
社
会
福
祉
施
設
と
の
交
流
・体
験
・

学
習
を
す
す
め
、
地
域
社
会
の
な
か
で
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
拠
点
に
し
よ
う
と
、
本
会

が
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
、
介
護
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
肌
で
体
験
し
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
た
よ
う

で
し
た
。生
徒
の
皆
さ
ん
は
二
日
間
の
短
い
体
験
で
し
た
が
大
き
く
成
長
し
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
「
や
さ
し
さ
証
明
」
の
修
了
証
も
交
付
さ
れ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
た

め
て
社
会
参
加
の
重
要
性
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

まずは介護を受ける側を体験

やさしさ証明を手に決意も新たな生徒たち

九
月
二
十
日
か
ら
草
部
出
張
所

は
、
奥
阿
蘇
物
産
館
横

に
移
転
し

ま
し
た
。

業
務
内
容
や
業
務
時
間
は
、

こ

れ
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、

草
部
地
区

の
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
高
森
町
役
場
　
草
部
出
張
所

高
森
町
大
字
草
部

一
一
七
〇
―
二

Ｔ
ＥＬ

４

・

０

２

１

１

町
長
直
筆
の
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

●  ●

●  ●

|

高森は初めての勤務です。 よろしくお願いします。

自然豊かで人情の厚い「たかもり」

みなさまの日常生活の安全をめざします

高森警察署長 後 藤 IE廣

九
月
五
日
付
け
の
県
警
夏
の
定
期
異
動
で
高
森
警
察
署
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
町
内
の
公
舎
に
単
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
居
を
構
え
生
活

し
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
名
実
と
も
に
町
民
の

一
員
と
な
り
き
る
べ

く
孤
軍
奮
闘
の
毎
日
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
熊
本
県
警
察
官
と
な
り
ま
し
て
三
十
四
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
県
警
本
部
や
熊
本
市
の
警
察
署
の
ほ
か
玉
名

・多
良
木

・
山
鹿

。
大
津
の

各
警
察
署
で
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
高
森
署
で
勤
務
す
る

こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
は
以
前
か
ら

一
度
は
勤
務
し
て
み
た
い
と

希
望
し
て
い
た
警
察
署
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
こ
そ
夢
が
実
現
し
た
わ
け

で
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
八
月
二
十
九
日
に
異
動
発
表
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
す
ぐ

さ
ま
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
の
が
私
と
高
森
に
関
わ
る
ひ
と
つ
の
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
か
ら
三
十
二
年
前
の
夏
の
出
来
事
で
あ
り
ま
す
が
、
友
人
ら

と
宮
崎
県
高
千
穂
町

へ
と
ド
ラ
イ
ブ
中
、
千
本
桜
で
有
名
な

「九
十
九
曲
が

り
」
を
過
ぎ
た
高
森
峠
付
近
で
乗
用
車
が
故
障
し
、
自
損
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
車
は
自
走
不
能
と

な

っ
て
し
ま
い
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
日
が
日
曜
日
で
あ

つ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
町
内
の
業
者
の
方
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
と
り
あ
え
ず
の

応
急
処
置
を
と

っ
て
も
ら
つ
た
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
そ
の
日
の
う
ち
に
目

的
地
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
獄
で
仏
と
は
ま
さ
に
あ
の
時
の
こ
と
で
、
今
で
も
事
あ
る
ご
と
に
思
い

出
し
て
は
応
急
処
置
を
し
て
い
た
だ
い
た
業
者
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
誌
を
お
借
り
し
ま
し
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
思
い
ま
す
に
、
あ
の
時
の
修
理
代
は
ど
う
し
た
の
か
？
何
せ
薄
給
の
時
代

で
し
た
の
で
、
金
の
余
裕
も
無
く
、
も
し
か
し
て
未
払
い
に
な

っ
て
は
？

こ
の
出
来
事
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
の
が
、
な
ん
と
高
森
の
方
々
は
親
切

な
ん
だ
ろ
う
、
思
い
や
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
赴
任

し
て
ま
だ

一
週
間
余
り
で
す
が
、
お
会
い
し
た
方
々
や
通
勤
途
中
で
出
会
う

方
々
に
三
十
二
年
前
と
少
し
も
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
び
、新
米
警
察
署
長
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
が
、

未
熟
者
故
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
三
十
二
年

前
の
お
礼
の
意
味
も
込
め
て
、
警
察
署

一
九
と
な

っ
て
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
安
心
の
街
」
を
合
い
言
葉
に
、
誠
心
誠
意
町
の
治
安
維
持
に
努
め
更
在
る

発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

(14)(7)

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

活
動
状
況

八
月
十
八
日

・
十
九
日
の
朝

七
時
か
ら
、会
員
約
二
十
名
に
よ

り
、
風
鎮
祭
会
場
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望

さ
れ
る
方
も
、高
森
町
社
会
福
祉

協
議
会

（
ＴＥＬ
２
・
２
１
５
８
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ぶ醸‐,郷i`森・ 感を走國:,濯劇1重1酔で貯‐椰|

*も し年金を受けている方が亡 くなられたら届け出を |

年金を受けている方が亡 くなられたら、その遺族の方は14日 以内に「年金受給権者死亡届」を出さなければなり

ません。もしこの届けが遅れたり、忘れたりすると死亡日以後も年金が支払われることになります。過払いとなっ

た年金は、後で遺族の方から返していただくことになり、余分な負担を生じることになりますので死亡の届け出は、

速やかに行ってください。

《届け出先》

○国民年金の受給権者 (旧国民年金の受給権者および第 1号・第 3号被保険者期間のみの基

礎年金の受給権者)の死亡        →住所を管轄する市区町村
○厚生年金保険・船員保険の受給権者の死亡 →最寄りの社会保険事務所
なお、年金を2つ以上受給していた場合は、それぞれについて届け出が必要です。

ワンポイン ト情報     ～未支給年金の請求～
年金は亡くなられた日の属する月まで受けられますから、まだ受け取っていない年金がある

ときは、亡くなった方と生活を共にしていた遺族の方が受け取ることができます。この場合、

「未支給年金・保険給付請求書(死亡届と2枚綴りになっています)」 に必要事項を記入し、次

の書類を添付して請求します。

なお未支給年金を受け取ることができる遺族の順位は ①配偶者②子③父母④孫⑤祖父母

⑥兄弟姉妹となっています。

《添付書類》

死亡届のみの場合・・・・・①年金証書②死亡の事実を明らかにすることができる書類

未支給年金を請求する場合・前記①、②に加えて③死亡した受給者と請求者の身分関係を明ら

かにする戸籍謄本④生計を同じくしていたことを証明する書類(例えば住民票)

詳 しくは役場 住民生活課 国民年金係 TEL 2-1111(内線 132)

(13)

阿蘇郡12町村の町村長及び議長で構成する

「阿蘇地域町村合併検討会」が発足しました。

今 なぜ 、 市町村合併が必 要なので しょうか ?
近年、全国各地で「市町村合併」についての関心が高くなり、議論が行わ4て きています。

その理由としては、私たちの生活圏の拡大、少子高齢化の進行、地方分権の進展による市町村の役割

と責任の増大(国・地方の財政が厳しくなってきたことによる行政サービスの維持など、ここ数年で市

町村をめぐる環境が大きく変化してきていることが挙げられます。

そこで、これらの環境の変化に対し、現在の市町村の体制で対応していけるかどうかが、「市町村合併」

議論の背景になっています。

市町村合併を議論するには、住民のみなさんの意向を反映することが重要です:

そのため今回か―らシリーズで市町村合併についてお伝えしていきますので、‐緒に「町村合併 |につ

いて考えて行き■いと
「
い
声す。

阿蘇地域|
●●

〔
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控

除
〕ご
主
人
に
所
得
が
あ
り
、奥
様
に

パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合
を
考
え

て
み
る
と
、
ご
主
人
は
、
奥
様
の
収

入
に
応
じ
て
次
の
と
お
り
配
偶
者

控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
配
偶
者
控
除
は
、奥
様
の
パ
ー
ト

十
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（六
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（十
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
ょ
う

ご
夫
婦
が
共
に
働
い
て
い
る
場

合
、
例
え
ば
、
奥
様
が
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
と
き
な
ど
、
ご
夫

婦
に
と
つ
て
気
に
な
る
の
が
収
入

と
税
金
の
関
係
で
す
。

〔パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
税
〕

パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所
得
と
な

り
ま
す
の
で
、年
収
が
百
三
万
円
ま

で
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
（本
年
は
百
三
万

一
千
円
）

な
お
、
外
交
員

・
集
金
人

・
検
針

員
等
の
報
酬
や
内
職
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ト
収
入
と
異
な
る
計
算
方
法

に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

の
年
収
が
百
三
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば

受
け
ら
れ
ま
す
。

②
配
偶
者
特
別
控
除
は
、奥
様
の
所

得
に
よ

っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、

パ
ー
ト
の
年
収
が
百
三
万
円
を
超
え

て
も
百
四
十

一
万
円
未
満
で
あ
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
主
人
の
合
計
所
得
が

一
千
万
円
を
超
え
る
年
に
は
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

共
働
き
の
ご
夫
婦
の
、
収
入
と
税

金
の
関
係
に
つ
い
て
お
分
か
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

卜

Ⅲ

ン

Ｚ
′ア　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

ヽヽ
「
　
　
　
　
　
　
】
一

■

Ч

■
阿
蘇
税
務
署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・

２

２

０
０
●
●

平
成
十
三
年
八
月
二
十
日
に
各
町
村
や
議
長
出

席
の
も
と
に
検
討
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
は
郡
町
村
会
会
長
の
河
崎
阿
蘇
町

長
、
副
会
長
に
は
郡
町
村
議
長
会
会
長
の
穴
井
南

小
国
町
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
定
期
的
に
会
合
を

重
ね
、
合
併
の
是
非
や
枠
組
み
を
含
め
て
、
具
体

的
な
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
検
討
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
は
、
広

報
誌
等
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

０

５

５

１

●  ●

●  ●
■
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来

（次
ベ
ー
ジ
表
①

。
表
②

・
表
④
）

我
が
国
の
出
生
率
は
こ
の
と
こ
ろ
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
九
年
後
の
平
成
二
十
二
年
に
総
人
回
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ

の
後
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
時
代
の
到
来
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
地
域
で
も
、
既
に
各
町
村
の
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
も
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、介
護
保
険
や
国
民
健
康
保
険
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、道
路
整
備

等
の
費
用
を
負
担
す
る
人
が
減
っ
て
い
く
こ
と
で
、
従
来
ま
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

■
情
報
通
信
上
父
通
手
段
の
発
達

（次
ペ
ー
ジ
左
側
）

昭
和
三
十
年
代
以
降
、我
が
国
の
情
報
通
信
・交
通
手
段
の
発
達
は
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
、
テ
レ
ビ
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
自
家
用

車
等
の
普
及
は
著
し
く
、今
や
情
報
化
社
会
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和

三
十
年
頃
と
は
大
き
く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

■
日
常
生
活
圏
の
拡
大
（次
ベ
ー
ジ
表
③
）

阿
蘇
郡
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
達
の
買
物
場
所
の
範
囲
は
、
昭
和
六
十
年

と
平
成
十
二
年
と
で
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
十
五
年
間
に
自
分
の
町

（村
）
で
買
物
を
す
る
人
の
割
合
は
低
下
す
る

一
方
、
他
市
町
村
へ
の
割
合

は
増
加
し
、各
市
町
村
相
互
の
つ
な
が
り
が
強
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

ら
」
）

、
じ

(8)

ぐ
ご

今回の市町村合併 の動

は、国が無理やりやらせよ

としているのではないで

住民のための市町村合併で

す。合併は国や県のためにや

るものではなく、国や県が無

理やりさせるものでもありま

せん。住民の利益、納税者の

た

た

行う
も自

で す不ll め益 の

続
コニ
~」~ きま

と

に

民の

です決定な

て 王自な っ り 白勺お 、住

よ る の
0
つ

か ?

夫
婦
と
税
（パ
ー
ト
と
税
）

鶴
〓

ヽな

No.1

ゞ

Ｔ

が国彙勲

「

~~~



平成 11年度  22,196件

九州電気通信局調べ

国

平成 6年度  433万件
|

↓

平成11年度 5,114万件

県

昭和30年を100と した場合の人口の推移 (表①)

―
―高森町 ―一》― 阿蘇郡 一書―Ⅲ熊本県

※総務庁統計局「国勢調査」、平成47年・平成22年の推計値は日本統計協会「市町村の推計人口」より

高森町 3区分の高齢化状況(表②)

□ 0～ 14歳  □15～ 64歳   隕65歳以上
100%

80%

60%

40%

20%

0%
昭和30年   昭和60年   平成 7年   平成22年

※総務庁統計局「国勢調査」、平成22年 の推計人口は日本統計協会「市町村の推計人口」より

(単位%)

※消費動向調査報告書より(昭和60年 6月 30日 、平成12年 6月 30日 現在 )

高森町の出生者の推移(表④)

屋根 ●瓦のひび割れやトタンのめくれなどないか。
●アンテナはしっかり固定されているか。

屋内 ●浸水の恐れがあるところは、家具や電化製品などを高
い場所へ移動する。

雨戸
・
●雨戸にがたつきやゆるみはないか。

ベランダ ●植木鉢や物干し竿などは室内に移動する。

車庫の屋根  ●止め金具はキチンと止まっているか。
窓ガラス ●ひび割れ、窓枠のがたつきはないか。

●大型ガラスの飛散を防ぐ方法として、
・テープを貼って補強する。
・窓に透明フィルムを貼って補強する。
・外側から板でふさぐ。 ・・・など

家のまわり ●プロバンガスボンベは固定されているか。

●ブロック塀や外壁にひび割れ・亀裂はないか。

●吹き飛ばされそうなものは室内に移動する。

側溝 ●雨水の排水はよく流れるか。

●ゴミや落ち葉などを取り除いておく。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

情報収集や避難する時の
タイミングは?

_ テレビやラジオで流れる気象情報・

|=コ1注意報
・警報などを、こまめに確認 し

―

「

ましょう。深夜や停電時に備えて、携

帯用のラジオを準備しておくと便利です。

避難については、避難勧告が出る場合は、消

防署や警察署。お住まいの市町村役場から広

報車や有線放送・防災無線・サイレンなどで

伝えられますが、避難勧告が出なくても災害

の危険を感 じたら、自主的に避難する事が大

切です。

お住まいの地域の河川や山などで災害の前

ぶれ現象がないか、今後の気象情報はどうか

などを判断して、近所の方との連絡も密にし

ながら早め早めに行動を起こしましょう。

人口や情報通信 0交通手段等の変遷

硼①情報通信の発達状況

阿蘇郡

昭和

大雨になりそうな時、 台風が近づいた時、 気をつけることは ?

家'の′点イ癸 台風などに備えた家の点検・補修のポイントは?

↓

↓

ベ

台 )

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

０

９

８

７

６

５

４

平成 6年度  42,141件
|

ψ

平成 11年度 642,797件

●  ●

●  ●

阿蘇郡

昭和33年度

平成 9年度  31

②交通手段の発達

鵬写鰊ヨ冒目
阿蘇郡

昭和35年度

平成11年度

県税務課調べ

人に1台 )

33,980台 (2.2人に1

NTT熊本支店調

1,637台

高森警察署 TEL 2-0110

「

`金

【睡辮也1厳 釜ゴ躍聾勇」安全で住みよい地域社会の実現を目指して

◆〉期間

平成 13年 10月 11日 (木)～ 10月 20日 (土 )ま での 10日 間
◆ 運動の目的
全国地域安全運動は、地域の皆さんや防犯協会を始めとするボランティア団体・企業 。自治体及び

警察が一体となって、「みんなでつくろう 安心の街」「大きく育て安全の樹」のスローガンのもとに、
地域の実情に応じた各種地域安全活動を推進することにより、犯罪や事故・災害等の不安のない、安
全で安心して暮らせる地域社会の実現を目指すものです。

◆ 主催
。(社 )熊本県防犯協会連合会・各地区防犯協会 (連合会)・ 熊本県警察

③社会資本の整備 いをする。し

鱚秋胚ド炒躙躙躙   県道路維持課調べ
熊本県

国  道 昭和32年度 26.2%→ 平成12年度
県  道 昭和32年度 9.2%→ 平成12年度
市町村道 昭和32年度 10.3%→ 平成12年度

9%
り と ロックを励行する

こ110
60.4%
49.1%

※住民基本台帳及び「市町村の推計人口」より

(9) (12)

な ても南晋3

百百≡覇豪面瓢

― -4

ヽ
＼ヽ
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ヽ
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ヽ
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―
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日召不日30年 日召和60年 平成12年 平成17年 平成22年

人
口
（人
）

熊本県 1,895,663 1,837,747 1,859,451 1,852,449 1,827,592

F可蘇君F 119,057 83,404 76,015 71,896 68,054

高森町 13,792 8,531 7,300 6,799 6,259

1電話善農状況

3,436人

高森町内
高森町を除く

阿蘇郡内
熊本市

その他

(大津・菊陽)
県  外

日召禾口60年 611 09 328 39 12

29 282 255 05

日召和30年 日召不日60年 平成12年 平成27年

420人 133人 55人 39人

犯罪の被害に遭わないために

放送羮信契約数 NHK熊本放送局調べ

高森町在住者の買い物状況 (表③ )

ρ

番をしましょう。

件′
０
０
０

組口ど

に編

綸9人
1.302人

1.815人
2,015人

5,428人

4,552人

5,243人

1,336メ、 808人

平成12年 388



藩高蕩ⅣL健康講座
町
の
基
本
健
診
結
果
状
況

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
す

っ
か

り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
が
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、今
回
は
夏
に
行
わ
れ
ま
し

た
住
民
基
本
健
診
の
結
果
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
、
年
、
健
診
結
果
の
異
常
値
と
し

て
目
立

っ
て
い
る
の
が
、高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・高
血
糖

・
肝
機
能
異
常

で
す
。
中
で
も
肝
機
能
異
常
で
は
男

性
が
多

い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
肝
機
能
に
つ
い
て
少
し

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
診
結
果
票
の
肝
機
能
の
欄
に

「
Ｇ

Ｏ

Ｔ

・
Ｇ

Ｐ

Ｔ

・

γ
‐
Ｇ

Ｐ

Ｔ

」

1難書ムの|いただきまあ

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
肝
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
酵
素
の
こ

と
で
様
々
な
物
質
を
分
解
す
る
と
き

に
働
く
も
の
で
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
、
心
臓
の
筋
肉
中
に
多

く
存
在
し
、
こ
の
値
だ
け
が
高
く
な

る
と
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
が
疑

わ
れ
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
主
に
肝
臓
中
に
あ

る
た
め
肝
疾
患
で
増
加
し
ま
す
。

両
方
高
く
な
る
場
合
で
は
主
に
肝

炎

・
肝
硬
変
な
ど
の
肝
疾
患
が
疑

わ
れ
ま
す
。

γ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害
で
非
常
に
増
加
し
ま
す
が
、

ま
た
胆
管
が
詰
ま

っ
た
と
き
や
抗

て
ん
か
ん
薬
な
ど
の
常
用
で
も
高

値
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
結
果

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

適
正
飲
酒
が
出
来

て
い
ま
す

か
？い
ろ
い
ろ
と
話
し
を
聞
く
と
、

毎
晩
の
晩
酌
が
習
慣
に
な

っ
て
い

る
方
が
多

い
よ
う
で
す
が
、　
一
日

の
適
正
飲
酒
の
量
が
ど
の
程
度
か

ご
存
知
で
す
か
？

。
日
本
酒
な
ら

‐
一
合

・
ビ
ー
ル
な
ら
‐
中
ビ
ン

一
本

・
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
‐
ダ
ブ
ル

一
杯

・
ワ
イ
ン
な
ら

‐
グ
ラ
ス
ニ
杯

ま
た
、
胃
腸
を
い
た
わ
る
た
め

に
も
、
豆
腐
な
ど
良
質
の
た
ん
ぱ

く
質
を

一
緒
に
と
る
よ
う
に
し
、
週

二
日
は
飲
ま
な
い
「休
肝
日
」
を
ぜ

ひ
と
も
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

肝
臓
は

「沈
黙
の
臓
器
」
と
も
呼

ば
れ
、非
常
に
症
状
が
出
に
く
い
器

官
で
す
。
体
調
が
悪
く
な

っ
た
り
、

顔
色
が
悪
く
な

っ
た
り
、
何
か
症
状

が
で
た
と
き
に
は
か
な
り
進
ん
で
い

る
こ
と
が
多

い
の
で
、
「ど
ぎ
ゃ
ん

も
な
か
け
ん
、
よ
か
ろ
―
」
と
は
、
思

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
も
放

っ

て
お
く
と
肝
硬
変
に
移
行
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

健
診
結
果
の
正
常
基
準
値
は
、
健

診
結
果
票

一
番
前
の
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、数
値
に
異
常

が
あ
る
場
合
は
、医
師
に
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

現
在
、
阿
蘇
郡
内
で
は
南
部
清
掃

セ
ン
タ
ー

（高
森
町

・
白
水
村

・
久

木
野
村
。長
陽
村
）
、
中
部
清
掃
セ
ン

タ
ー

（
一
の
宮
町

・
阿
蘇
町

・
産
山

村
・波
野
村
）
、滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

（小
国
町

・
南
小
国
町
）
の

三
つ
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
が
稼
動
し
て

お
り
ま
す
が
、昨
今
ご
み
の
量
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、特
に
事
業
系
の
ご

み
が
総
量
の
半
分
近
く
を
占
め
、観

光
地
事
業
系
ご
み
の
特
性
で
あ
る
水

分
の
多
い
生
ご
み
を
含
ん
だ
ご
み
類

は
、
ご
み
質
の
面
に
お
い
て
焼
却
処

理
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
各
施
設
に
お
い

て
は
ご
み
の
焼
却
処
理
が
追
い
つ
か

ず
延
長
運
転
を
行

っ
て
お
り
、特
に

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
処
理
能
力
不
足

も
あ
り
、
二
十
四
時
間
運
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
で
は
家
庭
系
の
ご

み
に
お
い
て
は
、
幾
分
解
消
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
生
ご
み
の
多
数
を
占

め
る
「事
業
系
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、

改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
事
業
所
に
お
い
て
は
、
ご
み
分

別
の
徹
底
及
び
生
ご
み
の
水
切
り
の

励
行
と
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
利
用

し
た
減
量
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
な
お

一
層
の
ご
み
の
分
別
と
水

切
り
の
徹
底
を
励
行
さ
れ
ま
す
よ

う
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
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肝機能 に異常があるといわれた人の食事は… ?

「酒は百薬の長」といわれるように、適量ならばストレス解

消や疲労回復と体に良い効果をもたらしますが、飲みすぎる

と病気の引き金になります。お酒を分解して解毒する働きを

するのが肝臓ですが、肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれるほど症

状がなかなか現れないので、日頃からの予防が大切になって

きます。

肝機能回復の食事のポイントは、第1に飲み過ぎないこと。

そして、良質のたんぱく質をとり、ビタミンをたっぷり補

給すること。

お酒を飲む際には、おつまみをゆっくり味わう習慣をつけ

ましょう。また、おいしいお酒をじっくり楽しんで飲みましょ

つ。

よくお酒を飲むとトイレに行く回数が増えますが、これは

抗利尿ホルモンの働きをアルコールカψ「えてしまうためです。

水やウーロン茶などと交互に飲み水分補給をしましょう。

●  ●

●  ●

☆お酒は適量に。

☆週に2日 は体肝日を。

☆飲むときは食べながら。
・良質のたんぱく質とビタミンを (11家肉、イヮシ、レバ

こなど)
・低脂肪・低エネルギーのものを (野菜や海藻などの食物を積極的に)
・ビタミンBlの補給を忘れずに (枝豆、豆腐などの大豆製品)
・味付けは薄味で

人
　
権

《
こ
の
会
話
で
、
何
か
変
だ
と
お
気
づ
き
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
》

『人
の
や
り
た
が
ら
な
い
よ
う
な

仕
事
ま
で
し
て
』
と
い
う
言
葉
の
裏

に
あ
る
意
識
に
は
、
そ
の
仕
事
を
蔑

視
し
て
い
る
心
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

『き
つ
い
』
『き
た
な
い
』
『き
け

ん
』
。
い
わ
ゆ
る
「
３
Ｋ
」
と
い
わ
れ

る

一
般
的
に
人
の
や
り
た
が
ら
な
い

よ
う
な
仕
事
も
、
私
た
ち
の
生
活
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
仕
事
で
す
。

『自
分
は
差
別
し
て
い
な
い
し
、

差
別
な
ん
て
関
係
な
い
』
と
思

っ
て

い
る
人
で
も
、自
分
の
心
の
中
の
差

別
意
識
に
気
づ
か
ず
に
、
ふ
と
し
た

時
に
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀
差
別
の
問
題
は
、
単
に

『差
別
す

る
人
』
と

『差
別
さ
れ
る
人
』
の
間

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中

で
知
ら
ず
知
ら
ず
差
別
し
て
し
ま

っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

差
別
を
見
て
み
な
い
ふ
り
を
す
る
の

も
結
局
は
同
じ
事
で
す
。

日
本
固
有
の
差
別
の
問
題
で
あ

る
同
和
問
題
は
、
江
戸
時
代
に
政
策

的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
身
分
差
別
で

す
が
、今
で
も
そ
の
差
別
意
識
や
偏

見
が
残
り
、
就
職
採
用
か
ら
除
外
し

た
り
、結
婚
に
反
対
し
た
り
す
る
な

ど
の
差
別
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
問
題
と
同
和
問
題
は
、
差

別
意
識
や
偏
見
と

い
っ
た
心
理
的

な
面
で
、
共
通
性
を
持

っ
た
問
題
で

あ
り
、自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課

ＴＥ

２

同
和
対
策
係

（内
線
１
３
２
）

〈公
平
に
　
小
さ
な
差
別
も
　
許
す
ま
い
〉

（昨
年
の
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

(10)
(11)

くヘルシー和国ハンバーグ>
■材料 (5人分 )
・とりひき肉…350g

・細ねぎ…100g

・スキムミルク…大さじ2

・パン粉…大さじ3

・味噌 (甘口)…大さじ3強
・卵… 1個
・サラダ油…大さじ2

・

'酉

・・・大さじ 1

・サラダ菜・・・5枚
・レモン…適宜

■作り方

①ボウルにひき肉を入れ、小口切りにした細ねぎと

スキムミルク (湯 100CCで 溶く)で湿らせたバン粉、

酒で溶いた味噌と卵を割り入れ、粘りが出るまでよ

く混ぜ合わせる。②フライパンにサラダ油を熱し、①

を10等分 (1人 2個ずつ)く らいに丸めて焼き、中

までよく火をとおす。③器にサラダ菜をしき、②を

盛りつけレモンを添える。

食生活改善推進委員

上在地区 中川和子さん、松尾雪子さんの作品

こ
う

し

て

み

よ

う

―

`■
b

減
量
化
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い


